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税　　　別 8月 9月 10月 11月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 2期 3期 4期 5期

8 月の納税など　納期限は 9 月 2 日㈪です。

人の動き（先月比）

人　口　42,903人　（－ 42 ）
　男　　20,484人　（－ 20 ）
　女　　22,419人　（－ 22 ）
世帯数　19,867世帯（＋  3 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　34件（  46 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　38人（  64 人）

（2019年６月末現在）

　大洲地区広域消防事務
組合が、救助用に水上バ
イクを新たに導入しまし
た。その水上バイクを用
いた救助訓練が、６月28
日㈮、肱川可動堰

せき
上流で

行われました。
　救助隊員は、溺れた人
の元へ素早く移動し、水
上バイクへ引き上げまし
た。詳細は、８ページに
掲載しています。

　

大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
大

洲
市
近
辺
の
小
学
生
が
集
ま
る
少
年
軟

式
野
球
チ
ー
ム
で
、
２
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
男
女
19
人
で
結
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
チ
ー
ム
は
、
４
月
か
ら
１
カ
月

に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
39
回
全
日
本

学
童
軟
式
野
球
愛
媛
県
大
会
に
お
い

て
、
準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。
惜
し
く

も
、
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
県
内
51

チ
ー
ム
の
中
で
２
位
と
な
り
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

主
将
の
橋
本
さ
ん
は
、「
大
会
で
は
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
、
準
優
勝
で

き
ま
し
た
。目
標
は
優
勝
だ
っ
た
の
で
、

少
し
悔
し
か
っ
た
で
す
」
と
大
会
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　

小
学
１
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
た
橋

本
さ
ん
は
、「
練
習
が
つ
ら
い
と
感
じ

る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
野

球
は
楽
し
い
も
の
だ
か
ら
、
チ
ー
ム
全

員
が
、
元
気
に
盛
り
上
が
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
の
目
標
を
聞
く
と
、「
全

国
大
会
は
、
僕
た
ち
６
年
生
に
と
っ
て

最
後
の
大
会
に
な
り
ま
す
。『
打
っ
て

走
っ
て
守
っ
て
全
力
プ
レ
ー
』
の
全
員

野
球
で
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と

力
強
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

第39回全日本学童軟式野球愛媛県大会 準優勝
（第24回高野山旗全日本学童軟式野球大会 出場決定）

橋　本　瑛
えい

　音
と

　さん
（大洲ジュニアタイガース　主将）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。
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犠牲者を悼み、復興を誓う

　市内に甚大な被害をもたらした豪雨災害から １ 年

を迎え、「平成30年 7 月豪雨災害大洲市追悼式」が、

7 月 7 日㈰、大洲市役所で執り行われました。

　会場には、遺族をはじめ国・県の関係者や自治会

長など92人が参列し、犠牲になられた 5 人（災害関

連死含む）の御霊に哀悼の意を表しました。

　参列者による黙とうに続き、二宮市長が「この災

害により、最愛の家族を亡くされたご遺族の深い悲

しみを思うと、哀惜の念に堪えません。災害防止を

図り、防災・減災対策を推進し、災害に強く安心し

て暮らすことができるまちづくりに取り組んでいき

たい」と式辞を述べました。

　終わりに、参列者一人ひとりが祭壇に向け献花を

行い、静かに式を閉じました。

　追悼式終了後には、市民のみなさんからの献花が

受け付けられ、復興への願いを新たにしていました。

～平成30年 7 月豪雨災害大洲市追悼式～
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追
悼
の
辞　
※
一
部
抜
粋
、
敬
称
略

　

県
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
「
地
域
を

守
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
、
生
活
、
産

業
を
守
っ
て
初
め
て
達
成
し
う
る
」
と

い
う
認
識
を
共
有
し
、
国
や
市
町
、
関

係
機
関
な
ど
の
連
携
の
も
と
迅
速
な
対

応
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

豪
雨
災
害
か
ら
の
総
合
的
復
興
を
目
指

し
、
被
災
者
の
中
・
長
期
的
な
生
活
サ

ポ
ー
ト
や
、
被
災
地
に
開
設
し
た
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
通
じ
た
産
業
再
生

支
援
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
も
多
く
の
み
な
さ
ん

が
仮
設
住
宅
な
ど
で
の
不
自
由
な
暮
ら

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
被

災
地
の
復
旧
、
復
興
は
道
半
ば
に
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
被
災
者
の
み
な
さ

ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
豪
雨
災
害
か

ら
の
再
建
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
覚
悟

の
も
と
、
早
期
復
興
の
た
め
に
全
力
を

傾
け
る
こ
と
を
固
く
誓
い
ま
す
。

　

県
議
会
で
は
、
１
日
も
早
い
復
興
を

成
し
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
発
災
直
後
に

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
復
興
支
援
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
被
災
地
を

訪
問
し
、直
接
意
見
や
要
望
を
伺
っ
て
、

災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
に
関
す
る
意
見

書
を
と
り
ま
と
め
、
国
に
対
し
て
、
要

望
の
長
期
実
現
や
よ
り
一
層
の
支
援
に

つ
い
て
、
強
く
要
請
を
行
う
な
ど
、
被

災
者
や
被
災
地
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

最
大
限
の
支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
今
回
の
大
災
害
の
経
験

と
教
訓
を
生
か
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん

が
同
じ
悲
し
み
や
苦
し
み
を
決
し
て
繰

り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
、
市
町
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
県
土
の
実
現

に
向
け
、
防
災
・
減
災
対
策
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
、
本
日
、
改
め
て
固
く

誓
い
ま
す
。

　

線
状
降
水
帯
の
発
生
な
ど
、
近
年
の

雨
の
降
り
方
は
、
明
ら
か
に
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
肱
川
緊
急
治
水
対
策
の
河
川

整
備
や
、
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
の
完

成
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
よ
る
治
水
安

全
度
の
向
上
や
洪
水
時
の
被
害
軽
減

は
、
早
急
な
完
遂
が
望
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
、
自
然
災
害
は
決
し
て
な
く
な
る

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
想
定
を
超
え
る
大
規
模
な

洪
水
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は
、
何
よ
り

も
自
分
の
命
を
守
る
た
め
の
避
難
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
住
民
の
速
や
か
な

避
難
に
つ
な
が
る
防
災
情
報
の
充
実
・

強
化
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
の
整
備
も
急
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
元
議
員
と
し
て
、
改
め
て
災
害
に

強
く
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
局
地
的
豪
雨
に

よ
る
洪
水
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
が
奪

わ
れ
、
貴
重
な
財
産
が
損
失
す
る
事
態

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
私
た

ち
の
責
務
は
、
つ
ら
く
悲
し
い
経
験
と

記
憶
を
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
知
恵
と

教
訓
に
変
え
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
、
犠
牲
者
を
二
度
と
出
さ
な

い
よ
う
、
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
大
災

害
か
ら
１
日
も
早
く
復
旧
復
興
を
成
し

遂
げ
、
自
然
豊
か
な
美
し
い
大
洲
を
取

り
戻
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
と
し
て
、
大
洲
市
復
興
計
画

に
よ
る
復
興
事
業
を
支
援
し
、
後
世
に

こ
の
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と「
大
洲
市
」

を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。

愛媛県知事　中村　時
とき

広
ひろ

（代読：参与　樋口　志
し

朗
ろう

）

愛媛県議会議長

西田　洋
よう

一
いち

愛媛県議会議員

岡田　志
し

朗
ろう

大洲市議会議長

押田　憲
けん

一
いち
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復
興
に
向
け
、
市
内
で
は
イ
ベ
ン
ト
も

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
興
イ

ベ
ン
ト
「
え
が
お
元
気
お
お
ず
の
子
」

（
主
催
：
一
般
社
団
法
人
肱
川
流
域
の

環
境
と
治
水
を
考
え
る
住
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）
が
、
７
月
６
日
㈯
、
大
洲
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
内
で
活
動
す

る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
や
、
劇
団
な
ど
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
日
々
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

チ
ア
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「
シ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
」
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
昨

年
の
７
月
、
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
、
私

た
ち
の
住
む
大
洲
市
も
大
変
な
被
害
に

遭
い
ま
し
た
。
あ
の
日
か
ら
１
年
。
つ

ら
か
っ
た
日
々
を
乗
り
越
え
、
今
、
私

た
ち
は
未
来
に
向
か
っ
て
歩
い
て
い
ま

す
。
今
日
は
、
チ
ア
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー

ジ
で
、
み
な
さ
ん
に
『
元
気
』、
未
来

へ
向
か
う
『
勇
気
』
そ
し
て
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
『
笑
顔
』
を
お
届
け
し
ま
す
」
と

話
し
、
メ
ン
バ
ー
24
人
で
元
気
よ
く
ダ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幕
間
に
は
、
愛
媛
大
学
防
災

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
防
災
に
関
す

る
ク
イ
ズ
が
実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
親

子
は
、
一
緒
に
災
害
時
に
お
け
る
行
動

な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
で
き

る
場
が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

特
に
、
去
年
の
夏
休
み
は
、
復
旧

作
業
に
追
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に

構
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
、
そ
ん
な
子
ど

も
の
笑
顔
こ
そ
、
復
興
へ
の
希
望

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
、
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
に
な
れ
る
復
興
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
と
し
て
、
今
後
は
、
治

水
や
大
洲
の
こ
と
を
も
っ
と
勉
強

し
て
、
き
ち
ん
と
理
解
し
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
情
報
を
、
で

き
る
限
り
か
み
砕
い
て
、
み
な
さ

ん
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
情
報
を
共
有
し
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
で
、

肱
川
流
域
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（一社）肱川流域の環境と治水を考える
住民ネットワーク青年部　部会長

古森　恭
きょう

平
へい

 さん
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第
47
回
柳
沢
ほ
た
る
ま
つ
り
が
、
６

月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
に
旧
柳
沢
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
愛
媛
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
藤
縄
神
楽
が
披
露
さ

れ
、
会
場
は
大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
多
く
の
ホ
タ
ル
に
よ
っ
て

幻
想
的
な
光
の
シ
ョ
ー
で
訪
れ
た
人
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
矢
落
川
流
域

の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
、
県
指
定
の
天
然

記
念
物
で
す
。

　

第
25
回
ど
ろ
ん
こ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

が
６
月
16
日
㈰
、
白
滝
公
民
館
柴
分
館

前
の
水
田
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
一
般
の
部

23
チ
ー
ム
、
小
学
生
の
部
３
チ
ー
ム
の

計
２
５
９
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
は
、
田
植
え
前
の
ぬ

か
る
ん
だ
土
に
足
を
取
ら
れ
、
思
う
よ

う
に
動
け
な
い
様
子
で
し
た
。し
か
し
、

顔
や
身
体
を
泥
だ
ら
け
に
し
な
が
ら
、

懸
命
に
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
プ
レ
ー
が
見

ら
れ
る
と
、
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の
舞
「
藤
縄
神
楽
」

泥
だ
ら
け
の
熱
戦
を
披
露

第19回　大洲扇面の美展　　～山荘画廊～
　第１9回大洲扇面の美展表彰式が、 6 月１6日㈰、山荘画廊で開催されました。大洲市内外より多数の作品が
寄せられ、会場には個性豊かな作品が展示されました。
　入賞したみなさんは次のとおりです。（敬称略）
▽最優秀賞　　　　　　　　　橋田　静

せ い

湖
こ

　　　　　　　　　　　　　　山中　　智
さとし

▽優秀賞　　　　　　　　　　稲垣　　章
あきら

　　　　　　　　　　　　　　広沢さかえ
▽大洲市長賞　　　　　　　　藤田　　守

まもる

　　　　　　　　　　　　　　上甲　哲
て つ

子
こ

▽大洲商工会議所会頭賞　　　増田ツヤ子
こ

　　　　　　　　　　　　　　澤山　繁
し げ

子
こ

▽大洲商工会議所会員優賞
　　　　　泉　　敬子　　　久保田トシコ
▽佳作　　上野　仁

ひ と

美
み

　　　中野麻
ま

壽
す

美
み

　　　　　松本　祐
ゆ う

子
こ

　　　青野　通
み ち

子
こ

　　　　　岩本　政
ま さ

光
み つ

　　　山
や ま

家
べ

裕
ゆ

美
み

子
こ

　　　　　稲垣　紀
の り

子
こ

　　　岩本千
ち

寿
ず

子
こ

　　　　　曽根岡　勲
いさむ

　　　白石　礼
れ い

子
こ

最優秀作品「令和の春」　（作：橋田静湖さん） 最優秀作品「令和元年」　（作：山中智さん）
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叙勲受章者の紹介

館餘
よ

　家
け

　泰
やす

　教
のり

 さん
（若宮）

元海上保安官

　館餘家さんは、長年にわたり
海上保安業務に尽力されたご
功績により、このたび「瑞宝
単光章」を受章されました。

瑞
宝
単
光
章

冨　永　修
おさ

　身
み

 さん
（菅田町宇津）

元大洲地区広域消防事務組合
消防司令長

　冨永さんは、長年にわたり
消防業務に尽力されたご功績
により、このたび「瑞宝双光章」
を受章されました。

瑞
宝
双
光
章

沖　野　恒
つね

　三
かず

 さん
（肱川町大谷）

元肱川町議会議員

　沖野さんは、長年にわたり
地方自治業務に尽力されたご
功績により、このたび「旭日
単光章」を受章されました。

旭
日
単
光
章

青年海外協力隊 表敬訪問
　平成30年度青年海外協力隊の一員として、大洲市
出身の小嶋さゆりさんが、中央アフリカのカメルー
ンに派遣されることになりました。
　派遣期間は、令和元年 7 月からの約 2 年間で、南
部州にあるンヴィラ県教育事務所に配属され、小学
校教育に携わります。現地の校長・教員との協働授
業を通して、現地教員に指導改善の助言・支援を行
い、指導手法の向上を図ります。
　 7 月 5 日㈮に市役所を訪れた小嶋さんは、「私は中

学生のときから海外に興味があった。一時は夢を諦
めていたが、もう一度挑戦することを決めた。カメ
ルーンでは、現地の生徒や先生とたくさん関わって、
文化や歴史を肌で感じたい。そして、この体験を大
洲のみなさんに伝えたい」と意気込みを語りました。
　二宮市長は、「日本と環境が違うため体調に十分気
を付けてほしい。たくさんの経験を積んで、たくま
しなった姿を期待している」と激励の言葉を送りま
した。

高齢者叙勲 第32回危険業務従事者叙勲
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救助に一翼　～水上バイク・オフロードバイクを導入～

　平成30年 7 月豪雨では、消防隊員などがゴムボート
で救助活動を行いました。しかし、「浮遊するゴミによ
り動けなくなった」、「市街地などの狭い場所ではゴム
ボートは進みにくい」といった意見がありました。そ
こで、県内の消防本部では初めてとなる水上バイクの
導入が決まりました。また、オフロードバイクも 2 台
導入され、土砂災害時などで孤立した集落の情報収集
に活用されます。
　大洲地区広域消防事務組合による水上バイク・オフ
ロードバイクを用いた救助訓練が、 6 月28日㈮、緑地
公園河川敷および肱川で行われました。
　訓練前に行われた出発式では、警防課長の菊岡幸

こ う

造
ぞ う

さんが、「大洲市では、頻繁に水害が発生している。
新しく導入した機器を活用し、住民の安全を確保して
ほしい」と訓示しました。
　水上バイクの訓練では、肱川で溺れた人がいるとい
う想定で始まりました。救助隊員 2 人が救助を求める
人を水上バイクに乗せて救助しました。

　

地
域
づ
く
り
団
体
「
肱
川
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
制
作
し
た
「
肱
川
カ
ル
タ
」

の
贈
呈
式
が
、
６
月
21
日
㈮
、
肱
川
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
カ
ル
タ

は
、
昨
年
度
の
卒
業
生
が
、
写
真
や
文

章
を
考
え
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

普
通
サ
イ
ズ
の
「
肱
川
カ
ル
タ
」
３

組
が
贈
呈
さ
れ
た
後
に
は
、
90
×
１
２

０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ

カ
ル
タ
を
使
っ
た
カ
ル
タ
取
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
校
児
童
86
人
は
、
大
は

し
ゃ
ぎ
で
地
元
の
特
産
品
や
名
所
、
伝

統
芸
能
な
ど
の
絵
札
を
探
し
て
駆
け
回

っ
て
い
ま
し
た
。

　

心
臓
病
を
テ
ー
マ
に
し
た「
健
心
祭
」

が
、
６
月
30
日
㈰
、
喜
多
医
師
会
病
院

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
回
目
と
な
っ

た
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る

コ
ー
ナ
ー
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
多
く

の
親
子
連
れ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
の
体

験
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
は
、
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
循
環
器
内
科
の
稲
葉
慎し
ん

二じ

さ

ん
に
よ
る
「
脳
梗
塞
の
原
因
の
３
分
の

１
は
心
臓
で
す
」
と
題
し
た
講
演
も
行

わ
れ
、
定
期
的
な
血
圧
検
査
や
脈
の
チ

ェ
ッ
ク
を
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
ま
し

た
。 地

元
の
魅
力
、
カ
ル
タ
で
再
発
見

親
子
で
確
認　

心
臓
病
の
こ
と
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文化財
大
おお

貸
がし

のヤマモモ
大洲市指定天然記念物
個人所有

　この木は、大川地区の肱
川左岸山間部の大貸（標高
300m前後）にあります。樹齢が推定約300年にな
っても樹勢は旺盛で、毎年多くの果実をつけます。
　果実は １ ～ 2 ㎝の球形で、夏になると暗

あん

紅
こう

紫
し

色
しょく

に熟し、生食のほか、ジャムや果実酒などにも加
工されます。また、かつて大洲地域の一部では、
樹皮が茶色染料として用いられるなど、日常生活
との結びつきが強い種でした。現在は、街路樹や
庭木として、市内でも頻繁に植栽されています。
　目にする機会の多いヤマモモですが、この木は
樹高約１4mと市内では最大級の大きさを誇り、ま
た樹齢も古いことから、貴重なものといえます。
 （平成 4 年１0月27日指定）

野　鳥
イソシギ（磯鷸）
チドリ目　シギ科
全長　20㎝

　四季を通して、水辺で出合えるシギの仲間で
す。一番の特徴は、上下の尻ふりダンス。「石だ
たき」と呼ばれるキセキレイもよく振りますが、
負けず劣らずフリフリして、水際の水生昆虫な
どを捕らえます。
　地味で見分けの付きにくいシギたちですが、
脇腹の白い部分が翼の付け根まで見えるのが識
別の決め手です。多くのシギはシベリアや北極
圏で子育てをしますが、イソシギは日本でも繁
殖する数少ない種類です。
　水際で生活するのは、気候に左右されやすく、
最近の異常な気象状況に、人を含む生き物たち
にも容赦なく試練が襲いかかっています。手遅
れ感はありますが、今からでも手を打たないと、
温暖化を突き進めている人類が大災害を誘発し
ているようでなりません。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

　

10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
お
よ
び
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

の
実
施
に
伴
う
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
な
ど
に
対
す
る
２
つ
の
支
援
策
を
ご

案
内
し
ま
す
。

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業 

【
支
援
対
象
者
】

中
小
・
小
規
模
事
業
者
な
ど

【
支
援
内
容
】

▽
中
小
企
業
の
負
担
ゼ
ロ
で
端
末
導
入

▽
加
盟
店
手
数
料
率
２
・
17
㌫
以
下

※
期
間
後
の
手
数
料
は
事
前
に
開
示

▽
消
費
者
還
元
５
㌫
ま
た
は
２
㌫

【
ポ
イ
ン
ト
還
元
実
施
期
間
】

令
和
元
年
10
月
１
日
㈫
〜

令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

【
申
し
込
み
方
法
】

　

支
援
を
受
け
る
に
は
、次
の
手
順
で
、

加
盟
店
の
登
録
が
必
要
で
す
。

① 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
消
費
者
還
元
事
業

サ
イ
ト
（https://cashless.go.jp

）

か
ら
契
約
す
る
決
済
事
業
者
を
選
ぶ
。

② 

選
ん
だ
決
済
事
業
者
へ
問
い
合
わ

せ
、本
制
度
参
加
の
手
続
き
を
行
う
。

 

軽
減
税
率
対
策
補
助
金 

【
支
援
対
象
者
】

軽
減
税
率
対
象
の
商
品
の
販
売
を
行
っ

て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
な
ど

【
支
援
内
容
】

▽
複
数
税
率
対
応
レ
ジ
導
入
支
援

・
補
助
率　
　

４
分
の
３

※
３
万
円
未
満
の
場
合
は
５
分
の
４

・
補
助
金
上
限
額　

１
台
20
万
円

▽
受
発
注
シ
ス
テ
ム
改
修
支
援

・
補
助
率　
　

４
分
の
３

・
補
助
金
上
限
額

　

発
注
シ
ス
テ
ム
：
１
千
万
円

　

受
注
シ
ス
テ
ム
：
１
５
０
万
円

▽
請
求
書
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
支
援

・
補
助
率　
　

４
分
の
３

・
補
助
金
上
限
額　

１
５
０
万
円

【
導
入
・
改
修
完
了
期
限
】

令
和
元
年
９
月
30
日
㈪
ま
で

【
補
助
申
請
受
付
期
限
】

令
和
元
年
12
月
16
日
㈪
ま
で

【
申
し
込
み
方
法
】

　

詳
細
は
、
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
サ

イ
ト
（http://kzt-hojo.jp
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
消
費
者
還
元
窓
口

　

☎
０
５
７
０
（
０
０
０
）
６
５
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
は
、

　

☎
０
４
２
（
３
０
３
）
４
２
０
３

▽
軽
減
税
率
補
助
金
事
務
局
窓
口

　

☎
０
１
２
０
（
３
９
８
）
１
１
１

　

☎
０
５
７
０
（
０
８
１
）
２
２
２

▽
商
工
産
業
課　

☎
㉔
１
７
２
２

消費税増税に備える

消
費
税
増
税
に
伴
う

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け
支
援
事
業
の
ご
案
内
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地域医療の未来を考える ～医療の現場から～　No.2

診療科目
内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・
外科・消化器外科・肛門外科・整形外科・
脳神経外科・リハビリテーション科

診療時間 午前 9 時～午後 0 時30分、
午後 2 時～ 5 時（要予約）

休 診 日 土曜午後・日曜・祝祭日

所 在 地 〒79１︲330１　喜多郡内子町内子77１番地

電話番号 0893︲44︲5500

公 式 H P http://kato-hp.jp/

救
急
患
者
受
け
入
れ
体
制
・
概
要
・
現
状

　

加
戸
病
院
は
、昭
和
47
（
１
９
７
２
）

年
、
大
洲
市
若
宮
に
加
戸
外
科
病
院
と

し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
に

は
、
内
子
町
の
誘
致
を
受
け
、
内
子
町

内
子
に
病
院
を
移
転
し
ま
し
た
。
診
療

科
目
は
10
科
が
あ
り
、
２
代
目
院
長
で

あ
る
加
戸
秀し
ゅ
う

一い
ち

さ
ん
の
も
と
、
地
域
の

み
な
さ
ん
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
良
質
な
医
療
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
定
医
療
法
人
弘
友
会
は
、
加
戸
病

院
の
他
に
、
老
人
保
健
施
設
フ
レ
ン
ド

な
ど
も
運
営
し
て
い
ま
す
。施
設
に
は
、

医
師
、
看
護
師
な
ど
医
療
職
員
が
常
駐

し
て
い
て
、
入
所
し
て
い
る
人
の
容
態

が
悪
く
な
っ
た
場
合
は
、
加
戸
病
院
へ

搬
送
さ
れ
る
体
系
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
戸
病
院
で
は
、
医
師
な
ど

が
各
地
域
に
出
向
い
て
講
演
す
る
健
康

セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
て
い
て
、
医
療
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

加
戸
病
院
は
、
救
急
告
示
病
院
と
し

て
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
子
町
内
で
は
、
唯
一
の
２

次
救
急
を
担
う
病
院
で
す
。
大
洲
喜
多

地
区
内
の
病
院
で
構
成
す
る
輪
番
制
で

は
、毎
週
水
曜
日
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

加
戸
病
院
の
夜
間
当
直
の
体
制
は
、

医
師
１
人
、
看
護
師
２
人
、
放
射
線
技

師
１
人
、
事
務
員
１
人
の
計
５
人
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

特
定
医
療
法
人 

弘
友
会
　
加
戸
病
院

　

加
戸
病
院
に
お
け
る
平
成
30
年
度
の

救
急
受
け
入
れ
患
者
数
は
、
５
４
６
人

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
55
パ
ー
セ
ン
ト

の
３
０
４
人
が
救
急
車
で
の
搬
送
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

　

治
療
の
処
置
状
況
で
分
け
て
み
る

と
、
通
院
や
入
院
な
ど
を
必
要
と
し
な

い
外
来
と
し
て
処
置
さ
れ
た
患
者
は
、

全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
し

た
。

平成30年度救急患者受け入れ概要 ※水曜日のみ

受け入れ患者数
546件

そのうち救急搬送
受け入れ 304件

　　入院  239件
　　外来 285件
　　死亡  9件
　　転院  １3件
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シリーズ

加戸病院　院長

　加戸　秀
しゅう

一
いち

 さん

加戸病院　管理師長

　兵頭　常
つね

子
こ

 さん

10
年
後
、
将
来
の

医
療
を
考
え
る

救
急
医
療
の現

場
か
ら

　

現
在
、
大
洲
喜
多
地
区
の
救
急

医
療
体
制
は
、
地
区
内
の
病
院
で
構

成
す
る
輪
番
制
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
が
担
当
す
る

曜
日
を
持
ち
、
休
日
や
夜
間
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
救
急
医
療
体
制
は
、
10
年
後
に

は
維
持
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
救
急
医
療

を
担
う
医
師
の
高
齢
化
で
す
。 

こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
、
医
師
の
誰
か
一

人
で
も
倒
れ
る
と
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の

よ
う
に
輪
番
体
制
は
崩
壊
す
る
で
し

ょ
う
。
木
曜
日
と
日
曜
日
の
夜
間
救

急
は
、
八
幡
浜
市
ま
で
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
輪
番
体
制
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

　

平
成
23
年
11
月
に
大
洲
市
か
ら
内

子
町
へ
移
転
・
新
築
し
た
加
戸
病
院

は
、
８
年
目
を
迎
え
た
現
在
も
、
大

洲
喜
多
圏
域
の
輪
番
制
に
よ
り
、
毎

週
水
曜
日
に
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
、
ど
ん
な

傷
病
者
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
も
、
患

者
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
救
急
医

療
が
提
供
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
救
急
医
療
の
需
要
は
増
加

し
て
い
ま
す
が
当
院
で
は
、
限
ら
れ

た
ス
タ
ッ
フ
で
懸
命
に
救
急
医
療
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
場

の
努
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
特
に
夜

間
救
急
に
つ
い
て
は
、
５
人
体
制
で

の
苦
肉
の
策
で
す
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
、
深
夜
（
午
前

０
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で
）
の
救
急

は
、
広
域
の
医
療
圏
（
大
州
喜
多
地

区
、
八
幡
浜
市
、
西
予
市
）
で
持
ち

回
り
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
現
在
の
救
急
医
療
体
制
は

追
い
込
ま
れ
て
い
る
状
態
な
の
で
す
。

　

救
急
医
療
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
患
者
さ
ん
や
地
域
に
対
す
る
想

い
だ
け
で
救
急
医
療
を
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
原

因
は
何
な
の
か
。
日
本
医
師
会
総
合

政
策
研
究
機
構
に
よ
る
と
、
大
洲
喜

多
地
区
は
、
県
内
の
他
の
医
療
圏
と

比
べ
中
核
病
院
が
な
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
若
い
医
師

が
集
ま
り
に
く
く
、
地
元
出
身
の
医

師
や
看
護
師
が
地
元
を
離
れ
、
戻
っ

て
こ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
構
造
的
な
問
題
は
、
地
域
の

医
療
関
係
者
や
自
治
体
で
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。
今

治
や
宇
和
島
出
身
の
若
い
医
師
か
ら

は
、
い
ず
れ
地
元
に
戻
る
と
い
う
言

葉
を
聞
く
割
合
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
地
域
の
住
民
が
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
を
深
く
持

ち
、「
い
ず
れ
地
元
に
戻
る
」
と
い
う

郷
土
愛
を
育
て
る
環
境
を
作
る
必
要

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

２
次
救
急
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
て
、
救

急
医
療
の
存
続
が
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
、
８
年
前
か
ら
大
洲
喜

多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
で
、
初
期

医
療
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
次
救
急
医

療
と
の
役
割
分
担
が
明
確
に
な
っ
た

現
在
で
も
、
２
次
救
急
医
療
機
関
が
、

軽
症
患
者
を
受
け
入
れ
、
医
師
や
看

護
師
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
現
状

が
あ
り
ま
す
。
入
院
治
療
な
ど
を
必

要
と
す
る
重
症
の
患
者
が
、
即
時
に

適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

維
持
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

加
戸
病
院
で
は
、
昨
年
度
よ
り
院

内
ト
リ
ア
ー
ジ
を
導
入
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
状
態
を
確
認
し
、
治
療

の
緊
急
度
に
応
じ
て
診
察
の
優
先
順

位
を
決
定
し
、
早
急
に
治
療
を
受
け

ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
救
急
医
療
体
制

を
堅
持
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
救
急

医
療
の
適
切
な
受
診
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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第
31
回　

わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍り

ょ
う

馬ま

脱
藩
の
道

　

今
年
は
、
通
常
の
内
容
を
拡
充
し
、

特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て
、「
わ
ら
じ

で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
を
開

催
し
ま
す
。

 

前
夜
祭
／
龍
馬
を
語
る
夕
べ                          

　

第
１
幕
で
は
、
龍
馬
脱
藩
の
ル
ー
ト

を
歌
っ
た
「
奔は
し

れ
！
龍
馬
」
の
歌
唱
者

で
あ
る
演
歌
歌
手
の
大
林
幸こ
う

二じ

さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
招
い
て
「
歌
謡
シ
ョ
ー
」
を

行
い
ま
す
。

　

第
２
幕
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
と
も
に
全

国
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が
シ
ャ
モ
鍋
と
お
酒

で
龍
馬
談
議
を
行
い
、
翌
日
へ
の
英
気

を
養
い
ま
す
。

【
日
　
時
】

９
月
21
日
㈯　

午
後
３
時
30
分
〜

【
場
　
所
】
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿

【
ゲ
ス
ト
】
大
林
幸
二
さ
ん
（
歌
手
）

　
　
　
　
　

宮
本
真ま

希き

さ
ん
（
女
優
）

【
定
　
員
】
60
人

【
参
加
費
】
３
０
０
０
円

※
宿
泊
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

 

わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道 

　

幕
末
の
志
士
坂
本
龍
馬
が
脱
藩
し
た

折
に
通
っ
た
河
辺
の
山
道
を
歩
き
な
が

ら
、
近
代
日
本
の
礎
と
な
っ
た
龍
馬
の

足
跡
を
し
の
び
ま
す
。
脱
藩
の
道
沿
い

に
は
自
然
が
あ
ふ
れ
、
澄
ん
だ
空
気
の

山
道
は
森
林
浴
に
も
最
適
で
す
。

　

今
回
は
、
愛
媛
県
出
身
の
宮
本
真
希

さ
ん
を
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
招
き
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
や
お
接
待

の
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
　
時
】

９
月
22
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
〜

【
場
　
所
】
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
集
合

【
コ
ー
ス
】　

▽
Ａ
コ
ー
ス
／
約
15
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

脱
藩
の
道
オ
ン
リ
ー
コ
ー
ス

▽
Ｂ
コ
ー
ス
／
約
18
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

浪
漫
八
橋
と
脱
藩
の
道
コ
ー
ス

【
定
　
員
】
３
０
０
人

【
参
加
費
】
２
０
０
０
円

※
弁
当
、
記
念
品
、
保
険
な
ど
を
含
む
。

【
主
　
催
】
大
洲
市
・
河
辺
坂
本
龍
馬

脱
藩
の
道
保
存
会

【
申
込
締
め
切
り
日
】

８
月
30
日
㈮
ま
で
（
両
イ
ベ
ン
ト
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

河
辺
支
所　

☎
39
２
１
１
１

　古来の太鼓が夜空に響き、神楽の舞が神秘的
な世界に導きます。今年で22回を迎える夜神楽
は、岩谷地区の一大イベントです。
　今年も大蛇が空から舞い降りて、みなさんの
ご来場を歓迎します。また、森と水を考える交
流会のパネル展も開催します。

【日　時】 8 月１3日㈫
午後 6 時～ 9 時30分
※雨天決行

（神事の後、神楽開始）
【場　所】旧岩谷小学校
【内　容】
各種バザー、餅まき、タオル・うちわ無料配布

【問い合わせ先】
夜神楽実行委員会（岩谷分館・午前中）
☎34－2974 

【日　時】 8 月 3 日㈯
【場　所】長浜港湾緑地ほか
【内　容】
長浜港湾緑地
▽出店・ビアガーデンオープン　午後 5 時～
▽ ちびっ子ソーラン踊り・フラダンス・
　アジアツインズHi-Fuミニコンサート　ほか
　午後 5 時30分～
▽花火打上げ
　午後 8 時30分～
長浜ふれあい会館
▽第22回ながはま赤橋
　夏まつり俳句大会
　午前 9 時30分～

【問い合わせ先】
ながはま赤橋夏まつり実行委員会　☎52－１１１１

（大洲市観光協会長浜支部内）

ながはま赤橋夏まつり第22回山鳥坂の夜神楽
県指定無形民俗文化財「鎮

し

縄
め

神
か ぐ ら

楽」

長浜海水浴場

長浜港

長浜町漁協

長浜高等学校
文

長
浜
港
湾
緑
地

夏まつり会場

378

P

P

長浜ふれあい会館
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銀
河
鉄
道
９ス

リ
ー
ナ
イ
ン

９
９
イ
ラ
ス
ト
募
集

～
第
２
回
カ
レ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

　

新
谷
一
万
石
ま
ち
お
こ
し
の
会
で

は
、
み
な
さ
ん
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が

カ
レ
ン
ダ
ー
に
な
る
「
カ
レ
ン
ダ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
応
募
作
品
を
世
界
的
漫
画

家
で
あ
る
松
本
零れ
い

士じ

先
生
が
審
査
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
イ
ラ
ス
ト
】

「
銀
河
鉄
道
９
９
９
」
ま
た
は
「
キ
ャ

プ
テ
ン
ハ
ー
ロ
ッ
ク
」
に
関
す
る
も
の

【
規
格
】

Ａ
４
サ
イ
ズ
以
上
Ａ
３
サ
イ
ズ
以
下

※ 

用
紙
を
横
長
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

【
応
募
方
法
】

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

え
、
作
品
と
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
返
送
は
し
ま
せ
ん
。

【
申
込
締
め
切
り
日
】
９
月
６
日
㈮

【
賞
金
・
賞
品
】

　
「
松
本
零
士
大
賞
」
な
ど
す
べ
て
の

賞
に
、
賞
金
・
賞
状
・
楯
・
サ
イ
ン
を

贈
呈
し
ま
す
。

【
主
　
催
】

新
谷
一
万
石
ま
ち
お
こ
し
の
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

新
谷
公
民
館　

☎
㉕
０
０
２
４

〒
７
９
５
・
０
０
７
１

大
洲
市
新
谷
乙
１
５
０
７
番
地
第
３

　昨年の大会はやむなく中止となりましたが、
被災から １ 年が経過し、今なお復旧・復興に尽
力いただいているみなさんの機運を高め、地域
活性化の一助となることを願い、 2 日間にわた
り花火大会を開催します。
　肱川の水面に映る大輪の花、大洲城天守を背
景に上がるあざやかな花火をお楽しみください。

【日　時】
8 月 3 日㈯、 4 日㈰　各日午後 8 時～ 9 時
※雨天時は、翌日以降に順延

【場　所】 8 月 3 日㈯　肱北河原
　　　　　　　 4 日㈰　肱南河原

【問い合わせ先】大洲市観光協会　☎24－2664

　ホクホク、トロトロの大洲産サトイモが主役
で、上品な甘さが特徴の大洲の「いもたき」。藩
政時代から受け継がれる秋の風物詩を、みなさ
んで鍋を囲んで味わってみませんか。ご予約・
お問い合わせは、各いもたき登録店までご連絡
ください。

【期　間】 8 月30日㈮（初煮会）～１0月中旬
【場　所】如法寺河原

【問い合わせ先・いもたき登録店】
▽うめたこ☎25－0826　▽よねざわ☎24－2639
▽たる井　☎24－4585　▽小にし　☎24－2030
▽むらや　☎24－4637　▽にし川　☎24－4046
▽大石フーズ（いもたきセット販売のみ）
　☎25－5620

大洲川まつり花火大会秋の風物詩「いもたき」
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肱
川
あ
ら
し
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ

　
「
肱
川
あ
ら
し
」
と
は
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
霧
を
伴
っ
た
冷
気
風
が
、
肱

川
上
流
か
ら
伊
予
灘
へ
吹
き
出
す
世
界

的
に
も
珍
し
い
自
然
現
象
で
す
。

　

こ
の
「
肱
川
あ
ら
し
」
が
午
前
７
時

か
ら
７
時
30
分
ま
で
の
間
に
、
長
浜
大

橋
地
点
で
確
認
で
き
る
最
初
の
日
を

「
発
生
初
日
」
と
定
義
づ
け
、
次
の
と

お
り
「
発
生
初
日
当
て
ク
イ
ズ
」
を
実

施
し
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

８
月
１
日
㈭
〜
９
月
20
日
㈮

※
当
日
消
印
有
効

【
応
募
方
法
】

　

官
製
は
が
き
に
、
発
生
予
想
日
「
令

和
元
年
○
月
○
日
」
と
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
お
よ
び
希
望
商

品
（
食
事
券
ま
た
は
特
産
品
）
を
ご
記

入
の
う
え
、
下
記
ま
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
は
１
人
に
つ
き
１
通
ま
で

※ 

個
人
情
報
は
、
抽
選
、
賞
品
発
送
以

外
の
用
途
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

【
賞
　
品
】

▽
当
選
者
に
つ
い
て

　

見
事
的
中
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
抽

選
で
15
人
を
当
選
者
と
し
、
大
洲
市
長

浜
で
使
え
る
５
千
円
相
当
の
食
事
券
ま

た
は
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▽
残
念
賞
に
つ
い
て

　

当
選
者
以
外
の
中
か
ら
、
抽
選
で
40

人
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
９
・
３
４
０
１

大
洲
市
長
浜
甲
４
８
０
・
３

肱
川
あ
ら
し
実
行
委
員
会

（
長
浜
支
所
内
）

☎
�
１
１
１
１

近年の発生初日
▽平成30年１0月１4日
▽平成29年１１月 6 日
▽平成28年１１月 4 日
▽平成27年１0月１4日
▽平成26年１0月１6日

えひめYOSAKOI祭り2019　～この街が好き!だから僕らはここで舞う!! ～

　昨年は平成30年 7 月豪雨の影響で中止となりました「えひめ
YOSAKOI祭り」が、みなさんのご支援により復活します。県
内外から多くのチームが参加し、まち全体が熱気に包まれます。
お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

【日　　時】 8 月１8日㈰　正午～
※雨天決行（ただし荒天の場合は大洲総合体育館）

【開催場所】
緑地公園～肱南商店街（本町1丁目）～肱北商店街（殿町・常磐町）
～新町商店街～アクトピア大洲～緑地公園

本
町
演
舞
場

殿町演舞場 新町演舞場常磐町演舞場

アクトピア
競演場

アクトピア大洲緑地公園
開会・閉会式会場
緑地公園特設会場

JR伊予大洲駅

【問い合わせ先】
えひめYOSAKOI祭り振興会事務局
☎080（6389）435１ http://ehimeyosakoi.com/
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平
野
運
動
公
園
プ
ー
ル
縮
小
開
園
に
つ
い
て

　

今
年
は
、
期
間
等
を
縮
小
し
て
開
園

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

幼
児
プ
ー
ル
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て

滑
り
降
り
る
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
、
川

の
よ
う
に
流
れ
る
流
水
プ
ー
ル
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
プ
ー
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

※ 

今
年
は
、
50
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
は
中

止
し
ま
す
。

【
開
園
期
間
】

８
月
10
日
㈯
〜
18
日
㈰

※ 

期
間
中
は
無
休
。
た
だ
し
、
台
風
な

ど
の
悪
天
候
時
は
、
休
園
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ホリデーイン・カヌー開催
　大洲城下の肱川で、カヌーやスタンドアップパド
ルボード（SUP）をリバーガイドのサポートにより、
子どもから大人まで安全に楽しむことができます。
肱川の水面から見上げる大洲城は、ここだけの眺め
です。ゆったりとした流れの中、「肱川散歩」をして
みませんか。

【期　間】
6 月 １ 日㈯～ 9 月20日㈮のうち、土日・祝日

【時間制】
▽午前の部　午前１0時～正午
▽午後の部　午後 １ 時～ 3 時

【料　金】
▽小学 3 年生以下　無料（ただし、大人同伴）
▽小学 4 ～ 6 年生　2,000円
▽中学生以上　　　3,000円

【場　所】大洲城下流域
【申し込み】予約制
※ 増水などによる河川の状況で、実施できない場合

があります。
【その他】着替え・タオルを用意してください。
【申込先】大洲観光総合案内所　☎57－6655

 カヌー指導者等養成講習会のお知らせ 
　平成29年に開催されたえひめ国体では、鹿野川湖
でカヌー競技が行われるなど、大洲市はカヌーによ
るまちづくりを推進しています。
　今回、ホリデーイン・カヌーなどで活動できる指
導者を養成します。ぜひ、指導者になってカヌーの
魅力を発信してみませんか。

【内　　容】知識講習および技能講習
【受講費用】無料
【開催回数】年間 4 回（予定）
※その他、詳細は、申込者に対してお知らせします。

【問い合わせ先】観光まちづくり課　☎24－１7１7

【
開
園
時
間
】

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
料
　
　
金
】

▽
大
人　
　
　
　
　
　
　

４
１
０
円

▽
中
高
生　
　
　
　
　
　

３
１
０
円

▽
小
学
生　
　
　
　
　
　

２
６
０
円

▽
幼
児
（
４
歳
以
上
）　
１
０
０
円

※ 

今
年
は
、
開
園
期
間
・
開
園
時
間
を

変
更
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

運
動
公
園
プ
ー
ル
（
平
野
）

☎
㉔
４
７
０
４
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医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
場
合
や
、

高
額
な
医
療
費
を
払
っ
た
場
合
に

 
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て                            

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」・「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
と

は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、
医

療
機
関
な
ど
で
の
窓
口
払
い
を
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
抑
え
る
た
め
の
証
で

す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
㈬
で
す
の
で
、
更

新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

過
去
１
年
間
に
認
定
証
を
交
付
し
た

人
を
対
象
に
、
７
月
中
に
自
宅
へ
申
請

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
利

用
す
る
場
合
は
、
更
新
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▽
申
請
書　

▽
認
め
印　

▽
保
険
証

▽ 

入
院
日
数
が
わ
か
る
保
険
医
療
機
関

の
証
明
書
・
領
収
書

（ 

過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90
日

を
越
え
て
い
る
場
合
）

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド（
ま
た
は
通
知
書
）

【
受
付
開
始
日
】
８
月
１
日
㈭

※ 

８
月
中
の
申
請
で
あ
れ
ば
、
８
月
１

日
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

　

各
証
の
交
付
区
分
は
、
平
成
30
年
中

の
所
得
に
基
づ
い
て
判
定
し
ま
す
。

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で
、
所
得

要
件
に
よ
り
認
定
証
を
交
付
で
き
な
い

人
に
は
更
新
案
内
を
送
付
し
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
認
定
証
を
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 

高
額
療
養
費
の
申
請
に
つ
い
て                

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
、
１
カ
月
に
支
払
っ

た
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
す
る
と
、
超
え
た
分
が

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
診
療
月
の
２
カ

月
以
降
に
自
宅
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

▽
申
請
書　

▽
医
療
機
関
の
領
収
書

▽
認
め
印

▽
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

（
原
則
と
し
て
世
帯
主
）

▽
個
人
番
号
カ
ー
ド（
ま
た
は
通
知
書
）

【
注
意
事
項
】

　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
使
用
し
て
い

て
も
、
高
額
療
養
費
の
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
は
一
定

期
間
保
管
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

保
険
年
金
課
国
保
係　

☎
㉔
１
７
１
３

長
浜
支
所　
　
　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　
　
　

☎
39
２
１
１
１

　平成30年 7 月豪雨災害にかかる「住まいの再
建相談会」を次のとおり開催します。
　熊本地震や九州北部豪雨で培ったノウハウを
基に生活再建に関する支援を行っているNPO法
人「YNF」の専門相談員が丁寧にお応えします。
　相談は何度でも無料ですので、悩んでいるこ
となどを、この機会にぜひご相談ください。

【日　程】

　地区の指定はありませんので、どこの場所で
も相談可能です。

【時　間】　午後 2 時～午後 8 時
【相談会予約先】復興支援課　☎57－9989
※ 予約しなくても対応可能ですが、お待たせす

る場合があります。
【問い合わせ先】NPO法人 YNF（えざき）
☎090（9303）2１１7

　20歳以上の、健康でやる気のある人を募集し
ています。

【仕事内容】
▽ 事務打ち合わせ会へ

の出席
▽ 担当調査区の範囲と

調査対象の確認
▽ 記入依頼および調査票の配布
▽記入された調査票の回収・点検
▽関係書類を市へ提出

【待遇など】
▽ 任命期間中は非常勤の公務員の身分となります。

ただし、営利事業の従事制限などはありません。
▽調査活動の対価として、報酬が支払われます。
※日数などに応じて定められています。
▽調査中の事故は公務災害補償の対象となります。

【問い合わせ先】
企画情報課　情報統計係　☎24－１738

住まいの「再建」相談会統計調査員を募集しています
～国勢調査は、令和 2 年で100周年を迎えます～

9 月
2１日㈯ 平公民館
22日㈰ 大川公民館
23日㈪ 肱南公民館
24日㈫ 菅田公民館
25日㈬ 市総合福祉センター
26日㈭ 徳森仮設団地
27日㈮ 大駄場仮設団地

8 月
23日㈮ 平公民館
24日㈯ 肱川公民館
25日㈰ 市総合福祉センター
26日㈪ 大川公民館
27日㈫ 菅田公民館
28日㈬ 菅田公民館
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き
れ
い
な
川
と
海
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

家
庭
の
雑
排
水
を
そ
の
ま
ま
水
路
な

ど
に
流
せ
ば
、
汚
れ
た
も
の
は
家
の
中

か
ら
な
く
な
り
ま
す
が
、
自
然
の
中
に

は
ど
ん
ど
ん
た
ま
り
ま
す
。雑
排
水
は
、

悪
臭
の
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
水

路
や
河
川
、
海
ま
で
汚
染
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
、
環
境

は
破
壊
さ
れ
、
私
た
ち
は
健
康
的
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

汚
水
は
生
活
す
る
上
で
ど
う
し
て
も

出
て
く
る
も
の
で
す
が
、
一
般
ゴ
ミ
と

同
じ
よ
う
に
適
正
な
方
法
で
排
出
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
環
境
汚
染
を
防
ぐ
に
は
】

　

一
度
汚
し
て
し
ま
っ
た
も
の
は
、
簡

単
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
で
き
る
だ
け
早
く
公
共
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
施
設
へ
の
接
続
、
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
雑

排
水
を
水
路
な
ど
に
直
接
垂
れ
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
公
共
下
水
道
な
ど
の
仕
組
み
】

　

公
共
下
水
道
の
終
末
処
理
場
で
は
、

家
庭
な
ど
か
ら
流
れ
て
き
た
汚
水
を
、

微
生
物
な
ど
の
力
を
借
り
て
、
き
れ
い

な
水
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
と
合
併
処
理
浄
化
槽

も
仕
組
み
や
規
模
は
違
い
ま
す
が
、
同

じ
よ
う
に
微
生
物
な
ど
の
力
を
借
り
て

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

【
子
・
孫
・
後
世
の
た
め
に
】

　

人
間
は
、
人
間
だ
け
の
力
で
は
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
失
わ
れ

て
い
く
自
然
の
力
を
回
復
し
、
生
き
物

に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
を
取
り
戻

す
事
が
で
き
れ
ば
、
人
間
も
快
適
な
環

境
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
掛
け
替
え
の
な
い
自
然
を
後
世
に

残
す
た
め
、
公
共
下
水
道
な
ど
に
早
め

に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

下
水
道
課　

☎
㉔
１
７
２
０

今一度、ごみ出しの確認を
　年々、ごみを処分するための費用が増大していま
す。ごみの分別を守っていただくと、経費削減につな
がり、市民のみなさんご自身の負担が軽減されます。

 ごみの出し方（ごみ出しカレンダーを参照） 
　必ず地区ごとに決められた場所へ、収集日当日の
朝 8 時までに出してください。
　ごみを指定日以外に出すと、猫・カラス・タヌキ
などがごみを食い散らかし、周囲の住民はもちろん、
管理者、収集業者にたいへん迷惑がかかります。
 ごみの分別 
　分別されていないごみが見受けられます。 7 種分
別表を参照に分別してごみを出してください。
　「資源ごみ」の分別は、3R運動（リデュース、リユー
ス、リサイクル）につながり、環境にも良いことです。
みなさんのご協力をお願いします。
　資源ごみは次の各項目で分別しましょう。
▽飲料用・調味料用などの食品関係の缶・ビン
▽ペットボトル、発泡スチロール、食品トレイ

▽新聞紙・広告、雑誌、衣類、段ボール、雑紙、紙パック
※ 「お菓子などの紙箱、包装紙、封筒など」の雑紙

もリサイクルできますので、紙袋などに入れて出
してください。

粗大ごみの収集（ ₇ 種分別表を参照）
　粗大ごみ（自転車、机、椅子、タンス、
電気製品など）は、戸別収集（有料）
を行っています。

【連絡先電話番号】
大洲・肱川・河辺地域　☎24－0530
長浜地域　☎52－１１１3
 家電 ₄ 品目・パソコンの処分（ ₇ 種分別表を参照） 
　家電 ₄ 品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機）
の処分は、家電小売店での回収か、リサイクル券を
利用した処分をお願いします。
　パソコンの処分は、メーカーに申し込むか、家電
小売店にご相談ください。

【問い合わせ先】市民生活課　☎24－１7１0

汚れのもと 必要な水量

天ぷら油（使用済み） 20 mL 20 杯

みそ汁（ジャガイモ） １80 mL 4.7 杯

ビール １80 mL １0 杯

米のとぎ汁（ １ 回目） 500 mL 4 杯

台所用洗剤（ １ 回分） 4.5 mL 0.67 杯

汚れた水を、魚が
住める水質にする
には、これだけの
水の量が必要だよ

（浴槽 １杯：300Lとして）

出典：環境省「生活排水読本」より抜粋
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も
し
も
の
た
め
に
「
み
ま
も
り
安
心
カ
ー
ド
」

　
「
み
ま
も
り
安
心
カ
ー
ド
」
と
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
独
居
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
が
、
緊
急
連
絡
先
・
医
療
情

報
・
服
薬
情
報
な
ど
を
記
入
し
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保

管
す
る
こ
と
で
、
急
病
の
と
き
や
災
害

時
に
、
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
員
な
ど
が

適
切
か
つ
迅
速
な
処
置
を
行
え
る
よ
う

に
、
ま
た
、
親
族
な
ど
へ
の
緊
急
連
絡

な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
カ
ー
ド
で
す
。

　

容
器
に
入
れ
る
も
の
は
、
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
が
、
カ
ー
ド
の
他
に
、
持
病

薬
の
説
明
書
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
後
期
高
齢
者
医
療
含
む
）
や
、
か
か

り
つ
け
病
院
の
診
察
券
の
コ
ピ
ー
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
入
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
は
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、
冷
蔵
庫
に
は

保
管
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
お
き
ま
す
。

　

も
し
も
の
と
き
に
、迅
速
な
対
応（
処

置
）
が
と
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
大
事

な
人
に
早
く
連
絡
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
対
象
者
】

障
が
い
の
あ
る
人
、
独
居
高
齢
者

※ 

こ
の
セ
ッ
ト
は
、
計
画
相
談
支
援
事

業
所
や
各
地
区
の
民
生
委
員
に
配
布

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
５
８

高
齢
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
４

令和元年度自衛官などの募集案内について

注）資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。また、応募資格年齢の起算日は、募集項目ごとに異なっていますので、
　　それぞれの募集要項で確認してください。
※ １  　令和元年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせします。必ず確認してください。
※ 2  　令和 2 年 3 月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則として 9 月１6日㈪以降に行います。

【問い合わせ先】
自衛隊愛媛地方協力本部　大洲地域事務所　大洲市大洲678－ １ 　旧大洲市立図書館 2 階（大洲小学校前）　☎24－4１23
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

募　集　種　目 資　　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

高
等
学
校
・
専
門
学
校
・
一
般

航   空   学   生　 ※ １
高卒（見込みを含む）で
　（空）2１歳未満
　（海）23歳未満の人

9 月 6 日㈮まで 9 月１6日㈪

一 般 曹 候 補 生　 ※ １
１8歳以上33歳未満の人

9 月 6 日㈮まで 9 月20日㈮～22日㈰ 
※いずれか １ 日を指定

自 衛 官 候 補 生
※ １

男　性 年間を通じて受け付け 受付時にお知らせします※ 2女　性

防衛大学校学生
※ １

推　薦
（学校長）

高卒（見込みを含む）で
2１歳未満の人

9 月 5 日㈭～ 9 日㈪
9 月28日㈯・29日㈰

総合選抜 9 月28日㈯

一　般 9 月 5 日㈭～30日㈪ １１月 9 日㈯・１0日㈰

防衛医科大学校
※ １

医学科学生
9 月 5 日㈭～30日㈪

１0月26日㈯・27日㈰

看護学科学生 １0月１9日㈯

中
学
生
な
ど

高等工科学校生徒
※ １

推　薦
（学校長） 中卒（見込みを含む）で

１7歳未満の男性
１１月 １ 日㈮～29日㈮ 令和 2 年 １ 月 5 日㈰～ 6 日㈪

※いずれか1日を指定

一　般 １１月 １ 日㈮
～令和 2 年 １ 月 6 日㈪ 令和 2 年 １ 月１8日㈯
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
公
募
の
お
知
ら
せ

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
、

大
洲
市
で
も
次
の
と
お
り
公
募
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
平
和
の
祭
典
と
さ
れ

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

聖
火
リ
レ
ー
は
、
愛
媛
県
内
を
２
日

間
で
巡
り
、
大
洲
市
で
の
走
行
は
、
令

和
２
年
４
月
23
日
㈭
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

【
募
集
期
限
】
８
月
31
日
㈯
ま
で

【
公
募
人
数
】
大
洲
市　

３
人

【
応
募
要
件
】

▽ 

平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
（
国
籍
・
性
別
は
不
問
）

※ 

令
和
２
年
３
月
１
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
人
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
。

▽
大
洲
市
に
ゆ
か
り
が
あ
る
人

（
住
所
歴
・
職
場
・
学
校　

な
ど
）

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
郵
送
・
メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
よ
り
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

▽ 

私
的
な
宣
伝
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
行
為
は
で

き
ま
せ
ん
。

▽ 

公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
公
職
に
あ

る
人
（
議
員
、
首
長
な
ど
）
お
よ
び

公
職
の
候
補
者
や
候
補
者
と
な
ろ
う

と
す
る
人
、
政
党
や
政
治
団
体
の
党

首
・
こ
れ
に
準
ず
る
人
は
、
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▽ 

走
行
速
度
は
、
自
身
の
ペ
ー
ス
で
ゆ

っ
く
り
走
る
程
度
で
、走
行
距
離
は
、

１
人
当
た
り
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で

す
。

▽ 

走
行
場
所
は
、
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
が
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

▽ 

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
当
選
発
表
は
、
12

月
以
降
に
順
次
当
選
者
へ
通
知
し
ま

す
。
落
選
し
た
人
へ
の
通
知
お
よ
び

落
選
理
由
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

※ 

詳
細
は
、
募
集
要
項
ま
た
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
８
６
０
１

大
洲
市
大
洲
６
９
０
番
地
の
１

大
洲
市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
㉔
１
７
３
４

E-M
ail:bunkasportska@

city.ozu.
ehim

e.jp

歴史的資源を活用した観光まちづくりシンポジウム
　市では、将来の人口減少に備え、歴史、文化、自
然、風土など大洲市固有の資源を保全するとともに、
民間事業者と協働で新たな価値を創造し、観光まち
づくりに生かすことで、観光事業の産業化を目指し
ています。
　その主要事業である「地域DMO、一般社団法人キ
タ・マネジメントの形成・確立」や「町家・古民家
などの歴史的資源を活用した観光まちづくり」につ
いてのシンポジウムを、次のとおり開催します。発
表者には、地域DMOの目的や役割、大洲版DMOで
あるキタ・マネジメントの活動内容、町家・古民家
などの活用方法についてそれぞれの立場から、発表
していただきます。
　大洲市の将来を考える絶好の機会です。ぜひご参
加ください。

【日　時】 8 月１7日㈯　午後 2 時～ 5 時
【場　所】市役所 2 階大ホール
【参加料】無料
【駐車場】市役所立体駐車場

【内　容】
▽「地域DMOの役割（概論）」
　森　成

なる

人
ひと

さん
　（一般社団法人　気仙沼地域戦略　理事）
▽「歴史的資源を活用した観光まちづくり」
　他

た

力
りき

野
の

　淳
じゅん

さん
　（バリューマネジメント㈱　代表取締役）
▽「観光まちづくりに期待すること」
　玉井　淳

じゅん

子
こ

さん
　（おおず歴史華回廊案内人倶楽部　代表）

など

【問い合わせ先】
大洲市観光まちづくり戦略会議事務局

（観光まちづくり課内）☎24－１7１7
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狩猟免許取得費の一部を助成します
　有害鳥獣による農作物被害防止のため、有害鳥獣
の捕獲に必要な狩猟免許（銃器・わな）を令和元年
に新規取得する人に対して、事前講習会および免許
取得に必要な経費を一部助成します。

【対象者】
▽大洲市に住所を有する人
▽ 大洲喜多猟友会または川上猟友会に入会している

人、または入会予定者
【対象経費】

※１ 　受験料は、愛媛県収入証紙を狩猟免許申請書に
貼付します。

※2 　既に、銃器・わなのどちらかの免許を取得して
いる人は、3,900円です。

【講習および試験日程】
▽狩猟免許初心者講習

▽狩猟免許試験

※ 狩猟免許初心者講習を受講しなくても、狩猟免許
試験を受験することは可能です。

【狩猟の手続き】
　実際に狩猟をするには、次の手続きが改めて必要
になります。
▽ 試験合格後、県の狩猟者登録をする必要がありま

す。
▽ 銃器の場合は、銃の所持許可を取得するために、

警察による初心者講習など、警察での手続きが必
要になります。

※ 手続きについては、以下の猟友会事務局へお問い
合わせください。

【その他】
　狩猟免許申請書は、県の大洲森林林業振興班（大
洲市田口甲425⊖１）でお渡ししています。 また、県ホー
ムページからダウンロードできます。
　（ www.pref.ehime.jp/sinsei/data/kenmin/009/
   00900１/00900１.html）
　また、狩猟免許取得費の助成については、農林水
産課にお問い合わせください。

【問い合わせ先】農林水産課　☎24－１727

項　　目 受講料

狩猟免許初心者講習受講料 8,000円（本代込み）

狩猟免許受験料 ※１ 5,200円 ※2

地域 事務局 連絡先

大洲
長浜

大洲喜多猟友会
︵藤田鉄砲店︶

柚木295
☎24－280１

肱川
河辺

川上猟友会
︵浜田鉄砲火薬店︶

肱川町予子林１825
☎34－2905

日　時 １１月24日㈰　午前 9 時30分～

会　場
愛媛県生活文化センター

（松山市北持田町１39⊖2）

種　類
網猟・わな猟免許、
第 １ 種・第 2 種銃猟免許

日　時 会   場

9 月 １ 日㈰
午前 9 時～

▽中予地方局庁舎
　（松山市北持田町１32）
▽南予地方局庁舎
　（宇和島市天神町7⊖１）
▽南予地方局八幡浜支局庁舎
　（八幡浜市北浜１⊖3⊖37）

１2月 １ 日㈰
午前 9 時～

▽中予地方局庁舎
▽南予地方局庁舎
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肱水舎新入舎生募集
　肱水舎は、東京およびその近郊に所在する大学に
入学して勉強しようとする男子学生のための学生寮
です。学生が寮生活を通じて互いに切磋琢磨し、人
格を形成することを目的に低廉な料金で運営されて
います。

【施設概要】
▽所在地
　東京都三鷹市中原 １ －１3－39
▽居室　全室個室・家具付き
▽共用設備　浴室・洗濯室・トイレ
▽食事　朝夕 2 食
※土日・祝日および正月前後 2 週間は除く。

【費　用】
▽入舎金　 8 万円
▽月　額　（通常月）　　55,000円
　　　　　（ １ 月）　　　45,000円
　　　　　（ 3 ・ 8 月）　35,000円
※別途、ガス、水道、電気料金は各自負担

【応募手続き】
　所定の入舎申込書に必要事項を記入し、申込先ま
で送付してください。なお、申込書は、肱水舎公式
ホームページでダウンロードできます。
　空き部屋がある場合は、随時申し込み可能です。
申し込み受け付け順に随時選考を行いますので、そ
の年の応募定員に達した場合は、募集を打ち切るこ
とがあります。入舎を希望する人は、大学の合否に
関係なくあらかじめ申し込みください。

【申し込み・問い合わせ先】
公益財団法人 肱水舎　☎03（3309）6323
〒１8１－0005　東京都三鷹市中原 １ －１3－39
http://park１0.wakwak.com/~kousuisya/

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　

大
洲
市
と
伊
予
銀
行
、
八
幡
浜
市
、

西
予
市
、
伊
方
町
が
共
同
で
、
創
業
を

目
指
す
人
や
、
創
業
し
て
間
も
な
い
人

な
ど
を
対
象
に
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

８
月
22
日
㈭
・
29
日
㈭
、

９
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

※ 

全
４
回
の
内
、
１
回
〜
３
回
の
み
の

受
講
も
可
能
で
す
。

【
会
　
場
】

八
幡
浜
市
役
所
５
階　

大
会
議
室

（
八
幡
浜
市
北
浜
１
丁
目
１
・
１
）

【
対
象
者
】

創
業
を
目
指
す
人
、
創
業
に
興
味
が
あ

る
人
、
創
業
し
て
間
も
な
い
人

※ 

大
洲
市
、
八
幡
浜
市
、
西
予
市
、
伊

方
町
以
外
に
在
住
の
人
の
受
講
も
可

能
で
す
。

【
講
座
内
容
】

創
業
者
の
経
験
談
、
創
業
準
備
・
事
業

開
始
に
お
け
る
前
提
条
件
、販
路
開
拓
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
な
ど

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
方
法
】

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
受
講

を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
主
　
催
】
伊
予
銀
行

【
共
　
催
】
大
洲
市
・
八
幡
浜
市
・
西

予
市
・
伊
方
町

【
問
い
合
わ
せ
先
】

伊
予
銀
行
地
域
創
生
部

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
１
１
４
１

商
工
産
業
課　

☎
㉔
１
７
２
２
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お

 

し
ら
せ

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

（
全
部
支
給
停
止
の
人
を
含
む
）
は
、

受
給
資
格
確
認
の
た
め
、
毎
年
８
月
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現
況
届

を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
手
当
の
支
給

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
該
当
者
に
は

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
必
ず
本

人
が
期
間
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
未
提
出
の
ま
ま
２
年
間
が
経

過
す
る
と
、
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
に

つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

子
育
て
支
援
課　

☎
㉔
５
７
１
８

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
１

　

原
爆
被
爆
74
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
広
島
市
・
長
崎
市
で
は
、
原
爆
死

没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現

を
祈
念
し
て
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
次

の
時
刻
に
１
分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
で
黙
祷
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
広
島
市

　

８
月
６
日
㈫　

午
前
８
時
15
分

▽
長
崎
市

　

８
月
９
日
㈮　

午
前
11
時
２
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
４

　

８
月
15
日
㈭
の
「
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
」
に
あ
た
り
、
全

国
戦
没
者
追
悼
式
に
合
わ
せ
、
正
午
に

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
お
よ
び
地

域
に
お
い
て
、
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ら

れ
ま
す
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

イ

 

ベ
ン
ト

　

ま
た
、
事
務
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

半
旗
の
掲
揚
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
福
祉
課　

☎
㉔
１
７
１
４

　

差
し
込
み
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
や

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
、
中
途
半
端
に
差

し
込
む
と
、
接
触

が
不
完
全
に
な
っ

て
、
プ
ラ
グ
や
コ

ン
セ
ン
ト
が
過
熱

し
て
事
故
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

プ
ラ
グ
は
必
ず
、

ま
っ
す
ぐ
、
し
っ

か
り
と
差
し
込
ん

で
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

　

電
気
安
全
の
ご

相
談
は
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
財
団
法
人　

四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部
（
大
洲
事
業
所
）

☎
㉓
５
０
１
２

　

電
気
器
具
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、

使
用
者
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
や
、
使

用
方
法
を
誤
れ
ば
火
災
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

電
気
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
電
気
器
具
全
般
に
関
す
る
注
意
事
項
】

▽
分
解
し
た
り
修
理
し
た
り
し
な
い

▽
濡
れ
た
手
で
電
気
器
具
を
触
ら
な
い

▽ 

不
安
定
な
場
所
や
熱
に
弱
い
敷
物
の

上
で
は
使
用
し
な
い

【 

電
源
コ
ー
ド
・
電
源
プ
ラ
グ
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
注
意
事
項
】

▽
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

▽ 

電
源
コ
ー
ド
は
正
し
く
伸
ば
し
て
使

用
す
る

▽ 

電
源
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
も
の
を
載

せ
な
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
34
２
８
５
１

　

第
45
回
大
洲
肱
彩
会
展
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び

平
和
祈
念
の
黙も

く

祷と
う

に
つ
い
て

大
洲
肱
彩
会
展

︵
日
本
画
・
洋
画
な
ど
の
ご
案
内
︶

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
で
す

電
気
器
具
の
安
全
な
取
り

扱
い

戦
没
者
追
悼
の
黙
祷
に
つ

い
て
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【
応
募
資
格
】

▽ 

令
和
元
年
11
月
1
日
現
在
で
満
18
歳

以
上

▽
愛
媛
県
内
居
住
者

▽ 

原
則
と
し
て
、
県
の
食
品
表
示
研
修

会
（
年
１
回
）
を
受
講
で
き
る
こ
と

【
応
募
方
法
】

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左

記
ま
で
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
市
商
工
産
業
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
農
産
園
芸
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
産
業
振
興
課

☎
０
８
９
５
（
２
８
）
６
１
４
５

℻
０
８
９
５
（
２
２
）
１
８
８
１

E-m
ail:nan-sangyo@

pref.ehim
e.lg.jp

　

み
な
さ
ん
、「
ま
じ
め
え
ひ
め
」
の

愛
媛
県
庁
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
あ
る
愛
媛
県
庁
本
館
の
中
を
見
学

で
き
る
「
休
日
県
庁
見
学
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】

８
月
３
日
㈯
ま
た
は
24
日
㈯

▽
午
前
11
時
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

【
対
　
象
】

　

ど
な
た
で
も
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ

募
　集

【
会
　
期
】

８
月
10
日
㈯
〜
15
日
㈭

【
時
　
間
】
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

【
会
　
場
】

ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲
６
階
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
彩
会
（
熊
野
哲て
つ

郎ろ
う

）

☎
㉖
１
７
５
２

　

俳
句
の
好
き
な
み
な
さ
ん
、
今
年
も

俳
句
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
10
月
18
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会
　
場
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
大
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】

５
０
０
円
（
当
日
投
句
料
を
含
む
）

【
投
　
句
】

▽
事
前
投
句

　

３
句
１
組
、
投
句
料
千
円

※
７
月
31
日
㈬
当
日
消
印
有
効

▽
当
日
投
句

　

当
季
雑
詠
２
句

※
当
日
午
前
11
時
ま
で

【
講
　
演
】

▽
講
師

　

山
田
広ひ
ろ

志し

さ
ん

　
（
大
洲
市
立
博
物
館
学
芸
員
）

▽
演
題　

富と
み

士す

山ざ
ん

如に
ょ

法ほ
う

禅
寺
物
語

〜
盤ば
ん

珪け
い
と
月
窓
・
師
弟
が
残
し
た
も
の
〜

【
投
句
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５
・
０
０
８
１

大
洲
市
菅
田
町
菅
田
甲
１
９
５
４
・
30

大
洲
市
俳
句
連
合
会
事
務
局

☎
㉕
３
８
５
２

　

愛
媛
県
で
は
、
食
品
販
売
店
舗
に
お

け
る
食
品
表
示
の
適
正
化
を
図
る
た
め

に
、
次
の
と
お
り
食
品
表
示
ウ
オ
ッ
チ

ャ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
内
　
容
】

日
常
の
買
い
物
時
に
食
品
の
品
質
表
示

状
況
を
確
認
し
、
報
告
（
月
１
回
）

【
募
集
人
数
】

４
人
（
県
内
１
０
０
人
）

【
任
　
期
】

令
和
元
年
11
月
１
日
〜

令
和
３
年
10
月
31
日
（
２
年
間
）

【
謝
　
金
】
年
額
１
万
２
千
円
以
内

【
申
込
締
め
切
り
日
】

８
月
30
日
㈮
ま
で

第
２
回
大
洲
市
清
流
俳
句

大
会

食
品
表
示
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

募
集

愛
媛
県
庁
見
学
ツ
ア
ー

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の

お
知
ら
せ

ば
、
職
員
が
案
内
し
ま
す
。
定
員
が
30

人
の
た
め
、
先
着
順
で
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

参
加
希
望
日
前
日
の
正
午
ま
で
に
、

電
話
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
広
報
広
聴
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
３

℻
０
８
９
（
９
１
２
）
２
２
４
８

E
-M
ail:kohokocho@

pref.ehim
e.

lg.jp

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０

０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科

目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
出
願
期
間
】

▽
第
１
回　

８
月
31
日
㈯
ま
で

▽
第
２
回　

９
月
20
日
㈮
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
８
５
４
４
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私
は
、
25
歳
の
時
に
大
手
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
業
者
を
辞
め
て
、
こ
の
店
を
継
ぎ

ま
し
た
。
現
在
は
、
私
と
両
親
、
従
業

員
１
人
の
計
４
人
で
営
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
大
洲
で
働
き
始
め
た
こ
ろ
、
し

み
抜
き
の
依
頼
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
店

の
技
術
で
し
み
抜
き
が
で
き
な
い
場

合
、
依
頼
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
お
客
さ
ん
に

対
し
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で

胸
が
つ
か
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
知
県
に
本
山
を
構
え
る

「
不い

ら
ず入
流り
ゅ
う

」
と
い
う
し
み
抜
き
の
流
派

に
し
み
抜
き
の
技
術
を
学
び
に
行
く
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

不
入
流
で
し
み
抜
き
の
技
術
を
学

ん
だ
こ
と
で
、
今
ま
で
は
断
っ
て
い
た

依
頼
も
、
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
ど
の

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
し
み
抜
き
に
自
信
あ
り

し
み
に
も
対
応
で
き
る
自
信
が
あ
り
ま

す
。
依
頼
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
う
機
会
が
増

え
、
私
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
店
で
行
う
し
み
抜
き
は
、
全
国

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
の
で
、
他
店
で
落

ち
な
か
っ
た
し
み
も
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
一
般
衣
類
、着
物
、く
つ
、バ
ッ

グ
な
ど
何
で
も
引
き
受
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
技
術
を
磨
き
な
が
ら
、

お
客
さ
ん
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　帝京第五高等学校は、南予唯一の私立高校で部活動
が盛んです。校訓として「力

つと

むれば必ず達す」を掲げ
ていて、放課後の練習だけではなく、あいさつや礼儀、
勉強に取り組む姿勢など、日々の行動から人間性を高
め、勝負に挑むことのできる選手になれるよう努力し
ています。

―次回は帝京冨士高等学校からです。

　先日行われた「第73
回愛媛県高等学校総
合体育大会」には、57
人の生徒が参加しまし
た。熱戦を繰り広げた
結果、剣道部の男子団
体と男女個人、卓球部
の男子個人、計 9 人が
7 月末に南九州で行わ
れるインターハイへの
出場権を獲得しました。
　これからもみなさんに良い報告ができるように、
そして大洲市を盛り上げることができるように頑張
りますので、応援よろしくお願いします。

㈲ホワイトクリーニング
（中村537－2　☎24－3476）

中岡　達
たつ

哉
や

　さん

　「確かな技術できれいを約束」
と話す43歳。
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　大切な本が傷んでしまったり壊れてしまった
りして、お困りになったことはありませんか。
壊れた本を修理するための道具や、簡単な修理
方法をご紹介します。直し方についてご相談も
承りますので、修理したい本があれば持参して
ください（ １ 冊まで）。申し込み・問い合わせは
大洲市立図書館へ　☎59－4１１１

（本文紹介TRCマークより）
※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　毎
まい

年
とし

、赤
あか

ん坊
ぼう

をいけにえに捧
ささ

げるそ
の町

まち

は、悲
かな

しみに閉
と

ざされていた。で
も、赤

あか

ん坊
ぼう

は善
ぜん

良
りょう

な魔
ま

女
じょ

ザンに助
たす

けら
れ、離

はな

れた場
ば

所
しょ

で幸
しあわ

せに暮
く

らしている。
ある年

とし

ザンは、助
たす

けた赤
あか

ん坊
ぼう

ルナに、
うっかり月

つき

の光
ひかり

をのませてしまい…。

月
つき

の光
ひかり

を飲
の

んだ少
しょう

女
じょ

（児
じ

童
どう

書
しょ

）
ケリー・バーンヒル著

ちょ

、佐
さ

藤
とう

　見
み

果
か

夢
む

訳
やく

　出
しゅっ

版
ぱん

：評
ひょう

論
ろん

社
しゃ

　新しい国王になるため、古い王
家の血を絶やすべく殺戮を繰り返
す男と、己の弱さを知るが故に弱
き者を救う少女。国を統べるのに
ふさわしき者はどちらか？弥生時
代を舞台に「日本」の起源に迫る
古代史ロマン。

火神子
森山　光太郎著　出版：朝日新聞出版

オススメ新着図書

（一般）　「おひとつ怖い話でも」

（児
じ

童
どう

）　「海を楽しむ」

図書館
大洲市立図書館　　☎ ₅9ー₄₁₁₁

長浜分館 　☎ ₅2ー₁₁2₁

肱川分館 　☎ 3₄ー23₁9

河辺分館　 　☎ 39ー2₁₁₁

日 月 火 水 木 金 土

₁ 2 3

₄ ₅ ₆ ₇ ₈ 9 ₁0

₁₁ ₁2 ₁3 ₁₄ ₁₅ ₁₆ ₁₇

₁₈ ₁9 20 2₁ 22 23 2₄

2₅ 2₆ 2₇ 2₈ 29 30 3₁

■＝ 8 月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 １ 時まで

※ 3１日㈯は館内図書整理日のため休
館します。

　大洲市立図書館では、恒
こう

例
れい

の夏
なつ

のおはなし会を
開
かい

催
さい

します。
　今

こ

年
とし

は、ゾクゾクするようなこわ～いお話
はなし

をご
用
よう

意
い

しています。ぜひお気
き

軽
がる

に足
あし

を運
はこ

んでくださ
い。申

もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。

日
にち

　時
じ

8 月
がつ

１
と お か

0日㈯　午
ご

後
ご

2 時
じ

～ 2 時
じ

40分
ふん

対
たい

　象
しょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

上
じょう

学
がく

年
ねん

～おとな

場
ば

　所
しょ

大
おお

洲
ず

市
し

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

　 １ 階
かい

コミュニティホール

「こわ～いおはなし会
かい

」のご案
あん

内
ない

遊びに来てね

日 時 8 月20日㈫　午前１0時～（ １ 時間30分程度）

対 象 中学生以上ならどなたでも

場 所 大洲市立図書館　 １ 階コミュニティホール

定 員 30人（先着順）

申込締切日 8 月１3日㈫
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

4 日㈰ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0893（44）7117

11日（日・祝） 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199

12日（月・祝） 守 口 小 児 科　 ※ （八幡浜市） ☎0894(24)7770

18日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893（25）7710

25日㈰ ご と う 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893(23)0510

8 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

6 日㈫
午後 0 時45分～

１ 時30分
大洲市
保健センター

４ カ月児健診　  　（平成31年 3 月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

21日㈬ 10カ月児育児相談（平成30年10月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

20日㈫ 1 歳 ６ カ月児健診（平成30年 1 月生）
27日㈫ ３ 歳児健診　※　 （平成28年 7 月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

26日㈪
午後 1 時～

１ 時20分
大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が令和元年12月
～令和 2 年 3 月の人

【内　容】
▽ママの変化　気になっていることを
聞いてみよう 
▽先輩ママさんとの交流会
※事前予約制です

▽母子健康手帳
▽筆記用具

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）※事前に申し込みください

　特定・後期高齢者・39歳以下健診、がん検診　※事前にお申し込みください。

実施日 乳がん受付時間 場　所 対　　象　　者
7 日㈬

午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

大洲市
保健センター 子宮頸がんの受付時間は、午後 1 時～ 1 時30分

【対象者／料金】
▽子宮頸がん検診　20歳以上の女性／ 1,000円
▽乳がん検診　　　40歳以上の女性／ 1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証を持参してください。
※�長浜しおさい館は、午後の子宮頸がん検診・乳がん検診は

ありませんので注意してください。

8 日㈭
21日㈬ 新 谷 公 民 館22日㈭
23日㈮ 午前 8 時30分～10時30分 長浜しおさい館

26日㈪ 午前 8 時30分～10時30分
午後 1 時～ 1 時30分 櫛生福祉センター

29日㈭ 午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分 大 和 公 民 館

30日㈮ 午前 8 時30分～10時30分
午後 1 時～ 1 時30分 豊 茂 体 育 館

実施日 受付時間 場　　所 内　　容
7 日㈬

午前 8 時30分～１１時

大洲市
保健センター

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　40～74歳の国保加入者／１,000円
　（該当者には特定健康診査受診券などを送付しています）
※ 保険証・特定健康診査受診券・健康診断受診票など（申し込み後、

健診の 4 ～ 5 日前に届きます）を持参してください。
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
▽39歳以下健診　　　　20～39以下の人／ １,000円
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／ １,300円
▽肺がん検診　　　　　40歳以上の人／ 700円
▽ 肺がんCT検診（ 7 日・ 8 日のみ）40歳以上の人／ 4,000円
※肺がんＣＴ検診・肺がん検診のどちらかの選択になります。
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／ 600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／ 2,１60円
▽肝炎ウイルス検診
　40歳以上で、過去にこの検診を受けたことがない人／ 700円
※75歳以上の人は、肺がんＣＴ検診・前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
※本人確認のため保険証を持参してください

8 日㈭

2１日㈬
新 谷 公 民 館

22日㈭

23日㈮ 午前 8 時30分～
１0時30分

長浜しおさい館

26日㈪ 櫛生福祉センター

29日㈭ 午前 8 時30分～１１時 大 和 公 民 館

30日㈮ 午前 8 時30分～
１0時30分 豊茂体育館

※ 特定健診・後期高齢者健診・39歳以下健診・各種がん検診の申し込み方法については「広報おおず 4 月号」、「20１9年健康チェッ
クカレンダー」、「市公式ホームページ」に掲載していますのでご覧ください。　

※ご不明な点がありましたら、保健センターまでお問い合わせください。 26広報おおず 2019年8月号



各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 8 月22日㈭　午後 2 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4１１１

▽年金出張相談　※要電話予約
時　 8 月 １ 日㈭ ･ １5日㈭
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5１05

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 8 月20日㈫　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎24－１724
長浜地域
時　 8 月23日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎52－１１１１
肱川地域
時　 8 月 5 日㈪　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階和室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　 8 月 9 日㈮　午前１0時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2１１2

▽不動産無料相談
時　 8 月１9日㈪　午前１0時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－１747

▽人権相談
大洲地域
時　 8 月１6日㈮　午前１0時～正午
場　新谷公民館
時　 8 月20日㈫　午前１0時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
長浜地域
時　 8 月１6日㈮　午後 １ 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 8 月 9日㈮　午前１0時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－１１0
　　人権啓発課　☎24－１746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　子育て支援課
問　☎24－57１8
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎24－１4１4

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－03１3
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 8 月23日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－１１94
肱川地域
時　 8 月 5 日㈪　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 2 階和室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－23１2
河辺地域
時　 8 月 9 日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－25１0

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 8 月28日㈬　午後 １ 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター １ 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－１7１4

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151
水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）

☎25－2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211
金・土 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

日 大洲中央病院（東大洲）

☎24－4551（8：30～18：00）
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時
　　　　　　日曜（夜間）　午後 ₈時～午後11時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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南予地域で働く皆さんの味方です。
なんでも労働相談ダイヤル・無料

相談：rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp

労働問題等でお困りの方は連合愛媛まで

連合愛媛南予地域協議会
宇和島市中央町２丁目４番10号
TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

0120－154－052
い　こ う     よ 連     合      に

秘密厳守

牛鬼すとりーと

宇和島
労働会館
２階

岩　村
万年堂

焼肉　銀

マルオ―

南予
文化
会館

http://www.rengo-ehime.jp/ 

古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取   ブランド品販売
商品券・金券も高価買取 質預りも

当社ホームページ

　　　山鳥坂鎮
し

縄
め

神
か ぐ ら

楽保存会

     会長　城戸　寿
す

賀
が

体竧
み

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　山鳥坂鎮縄神楽は、肱川の支流である河辺川右岸の山
間部にある岩谷地区で伝承されている河辺鎮縄神楽のこ
とです。鎮縄神楽の歴史は古く、口伝えでは、16世紀初
めころから始まったとされています。舞は、「弓の舞」、「大
蛇退治の舞」など18の演目で構成され、笛や大小の太鼓
などの囃

はや

子
し

で舞います。
　現在、山鳥坂鎮縄神楽保存会は、13人の会員で活動し
ています。毎年、３月から５月にかけて岩谷地区周辺の
神社に奉納していて、８月には地元で夜神楽を披露して
います。夜神楽は、岩谷地区の一大イベントであり、毎
年多くのみなさんに見に来ていただいています。
　昭和45年に愛媛県無形民俗文化財の指定を受けた鎮縄
神楽も、神楽師の高齢化により後継者不足が心配されて
います。後継者の育成にあたり、けが防止のため危険な
舞は変更するようになりました。若い人に伝承するとき
には、現代の流れに沿って説明するように心がけていま
す。もっと若い人との関わりを深めることで、価値観を
共有したり、互いに理解したりすることが今後の課題だ
と思っています。
　これからも、多くの人に神楽を見ていただく機会を増
やすことで後継者の育成に努め、末永い継承を図ってい
きたいです。
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大洲市防災行政無線
テレホンサービス

携帯･PHS OK　通話料無料

0120-00-8863
8 件分の放送を電話で聞くことができます。
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